




多様な文化に触れ、自分とは異なる文化を持つ人と交流することの楽しさ、喜び、驚きを感じて
もらい、浜松市に国際力があり、誰もが住みたいという街に。そんな思いから活動をしています。
最新情報はフェイスブックをご覧ください！ https://www.facebook.com/frective/

ＦＲＥＣＴｉＶＥ（ＮＰＯ法人設立認証中）

―― 連携の際、意識していることは何ですか

　協力してもらって当たり前ではなく、相手がされたい

ことをしていくという思いで活動しています。また、そも

そも自分たちの団体は何のために存在しているのか、

なぜＨＩＣＥと連携しているのかを常に意識しています。

　僕たちの活動は、英語だけでやれば収益事業として

やっていけます。しかしそれだと「英語を学びたい」と

いう思いで来る人が多い。そうではなくて、文化に興味

を持ち、歩み寄ってもらいたい。提供したいのは、英語

の勉強の場ではなく、コミュニケーションの場なんです。

　だからフレクティブのイベントは、日本語が全く話せな

くても参加できます。求めているのは、彼ら、彼女らが日

本に適応することではなく、母国の文化を日本に発信

して、お互いに歩み寄れるということを経験として知っ

てもらうことです。

　“文化と文化の交差点”は成長のポイントだと思って

います。そういうポイントをたくさん持っている人たちは

絶対優れていく。だから、いろいろな経験を、外国人の

方にも、地域の人にも、自分の子どもたちにもしていっ

てもらいたいです。
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―― 今後の展望を教えてください

　今後は、１つの団体として結果を出していきたいと考

えています。そうしていくには、確たる覚悟が必要だし、

僕らの基盤も必要です。フレクティブが枠を超えて行く

ためにも、ＮＰＯ法人化の準備を進めています。

　いずれは人を１人でも雇用できるくらいになって、Ｎ

ＰＯとして次の代にもつないでいきたいです。そうして、

自分だけの器を超えて、みんなのフレクティブになって

いったら良いなと思います。社会にとって良いアクセント

が提供できる団体になりたいし、求められるようになっ

ていきたいです。

　日本の人口が減っている中で、外国人に日本に来て

いただくということも一つの解決策ですが、やはり差別

の問題も出てきます。日本に希望を持ってやって来ても、

その希望を打ち砕かれたとき、母国に帰ってしまう。だ

から、外国の人たちが当たり前に受け入れられる環境

になったら良いなと思います。そして最終的には、自分

たちが必要無いほど多文化共生が進んだ社会になる

と良いですね。

フ レ ク テ ィ ブ

英語とルーマニア語を交えた講師の話を真剣に聞く参加者の皆さん。
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この法人は、介護を必要とする高齢者、育児を必要とする子どもたちやその家族に対して、介護
保険法及び児童福祉法に基づく各種事業やスポーツを通じて心身の健康を図る事業などを行い、
介護や育児、健康に関する不安を除去し、すべての人にとって住みやすい社会の形成に寄与する
ことを目的としています。最新情報はホームページをご覧ください！　http://npo-totomi.org/

特定非営利活動法人　遠江
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―― 今後の展望を教えてください

　地域に根付き、浜松市に貢献していくということを主

体に置いて活動を続けていきたいと考えています。

　ボランティア活動をして下さっている方一人一人が、

当法人のボランティア活動を通してやりがいや、何か得

られるものがあるから活動にご協力いただけていると思っ

ています。そういったものをより多く提供していけるよう、

できることに最大限取り組んでいきたいです。

　また、静岡県西部地域のＮＰＯ法人間で連携・協働

していこうという動きが進んでおり、私たちもその賛同

団体の一つとして加入いたしました。一つの法人では

解決できない社会課題も、ＮＰＯ同士が協働すること

で解決できることがあると思います。さまざまなＮＰＯ

と協働し、地域が抱える問題を一つでも解決していけ

ればと思っています。

　微力ではありますが、当法人単体で取り組んだり解

決できる問題に関しては、引き続き活動を続けていき

ます。そういった個の法人として活動していく部分と、

県西部の大きな団体として活動していく部分の両方を

意識しながら、今後も地域に貢献していきたいです。

福祉施設利用者の方とのレクリエーション体験や、福祉施設でのイベントボランティア、託児ボランティアなど、幅広い年代の方がそれぞれ
の得意分野を活かして活動に参加している。
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――ボランティアを巻き込む秘訣は

　ボランティア登録者数は平成２８年５月現在８０名程で

す。毎月登録者数が増えていますが、一人ひとりとのコ

ミュニケーションを絶やさないよう意識しています。信頼

があってこそのＮＰＯですので、「活動をきちんと実施し

ている」ということが伝わらないと、ボランティアの皆さ

んに関わっていただくことはやはり難しいと思います。

　ボランティア活動をされるメンバーには、活動時に直

近の活動を含めた事業について幅広く伝えたり、連絡

等を素早く行うことを心懸けています。連絡手段に関し

ても、ホームページやメール、ＦＡＸ、電話など、相手の

年齢や希望などに合わせて変えています。

　ボランティア活動の依頼があった時は、ボランティアの

方が希望する活動内容と依頼内容が合致しているか等、

コーディネートもしています。当法人に無料のボランティ

ア活動登録をしていただく際、子どもや高齢者関係など

の希望の活動分野を書いていただき、それぞれの希望

に合わせてボランティア活動のご案内をしています。そ

のように一対一のコミュニケーションをしっかり取ることが、

信頼関係につながっていくと思います。








